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申請の概要 

近年、歯科治療における患者の審美的要求が高まっており、歯の形態や色調のみならず、歯列と顔貌との調和が重要視されている。

顔貌の情報を取得するツールにフェイススキャナーがあり、患者の口腔外軟組織のデジタル化が可能となった。フェイススキャナー

は光学式の形状計測装置で、放射線被曝を伴うセファログラムと比較して、非侵襲的に審美分析に必要な顔面軟組織の形状や色調を

捉えることができる。 

そして近年、フェイススキャナーによる自然頭位での顔貌のテクスチャー付き 3D データと、口腔内スキャナーによる歯列のイメ

ージデータとを統合することにより、歯列のみならず顔貌と調和した審美的な補綴修復が可能となってきた。しかし、フェイススキ

ャナーを用いた審美・咬合分析には顔面軟組織をもとにした標点間距離や標点間角度についてのセファログラムのような明確な基準



 

 

 

 

範囲の設定はなされていない。 

フェイススキャンデータと歯列データを統合した顔貌データを水平面、正中矢状平面を基準として測定することで、日本の若年成

人の審美・咬合分析に必要な標点間距離および標点間角度の基準範囲が明らかとなり、前歯部のみならず臼歯部も含めた立体的なス

マイルデザイン手法の確立が期待できる。 


